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呼吸器感染症18例 にBMY-28100を 投与し,そ の臨床的効果,副 作用について検討した。

投与法は,1回1カ プセル(250mg)を1日2～4回 内服 し,持 続投与 日数は5～19日 間で,総 投

与量は5～18gで あった。

対象症例は,急 性気管支炎12例,細 菌性肺炎4例,慢 性呼吸不全の感染による急性増悪2例 であ

り,全 症例に基礎疾患として呼吸器疾患を有していたが,18例 中,著 効2例,有 効10例,や や有効

5例,判 定不能1例 と,70.6%の 有効率 を得た。

対象症例よりの検出菌は, Haemophilus influenzae が6例, H. influenzae とStreptococcus pneumoniae が

1例, S. pneumoniae が2例,  Klebsiella pmeumoniae が2例,  Pseudomonas aeruginosa が2例,  Xanthomo

nas maltophiliaが1例 の14例 で あ り,そ れ ぞ れ 本剤 の投 与 に よ り,除 菌,も し くは 菌 の減 少 をみ た 、,

本 症 に対 す る副 作 用 と して は,2例 にGOT,GPTの 軽 度 の 上 昇 を み た の み で,他 に特 記 すべ き も

のは認 め られ なか った 。

以上 の 所 見 よ り,種 々 の 呼 吸 器感 染症 に 対 して の本 剤 の 有 効 性 が 示唆 され た。
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BMY-28100は,ブ リス トル ・マ イヤ ー ズ研 究 所 で 開

発 され た非エ ス テ ル型 の経 口用 セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 で,

その化 学構 造 式 は,セ フ ェ ム骨 格 の3位 に1-propenyl基

を有 してい る。

本剤 は,invitroで の抗 菌 力試 験 にお い て,グ ラム 陽性,

陰性菌 に対 し,広 範 な抗 菌 スペ ク トル を示 し,臨 床 第1

相試験 におい て も,高 い血 中濃 度,尿 中 回 収 率 が得 られ,

14日 間 の連 続投 与 に お い て も,高 い 安 全 性 が確 認 さ れ

てい る。

今 回,本 剤 を臨 床 的 に使 用 す る機 会 を得 た の で,18

例の呼吸器 感 染症 患 者 に使 用 し,そ の 臨 床 的 効 果,細 菌

学的効果,副 作 用 な どにつ いて 報 告 す る 。

I. 対 象 ・投 与 方 法

昭和62年4月 か ら同 年11月 まで の8カ 月 間 の 呼 吸 器

感染症 に よ る入院 患 者 の う ち,34歳 か ら78歳 まで の18

例 で,男 性 が8例,女 性 が10例 ,平 均 年 齢 は58.2±

10.6歳 で あ り,全 例 に気 管 支 喘 息 ,肺 気腫 症,気 管 支 拡

張症,慢 性 呼吸 不 全,肺 癌 等 の 基 礎 疾患 を認 め た。

BMY-28100の 投 与 は,1回1カ プセ ル(250mg)を1

日2～4回 内服 ,持 続 投 与 日数5～19日 間 で,総 投 与

量1は5～189で あ った。

BMY-28100の 投 与 中 は,抗 結 核 剤 投 与 中 の2例(症

例2.5)以 外 は,他 の抗 生 剤 の併 用 は行 わ れて い ない 。

な お,本 剤 の 投 与前,投 与中 は,患 者 の体 温,咳 噺,

喀 痰 の量 や性 状 等 の 自覚 症状 は 毎 日記 録 し,血 沈,CRP,

末梢 白血 球 像,肝 機 能検 査,腎 機 能 検 査,喀 痰 の 細 菌 学

的 検 査,胸 部X線 所 見 の解 析 等 の臨 床 検 査 を行 った 。

臨 床 効 果 の 判 定 は,こ れ ら,自 ・他 覚 所 見 を総 合 的 に

判 断 し,著 効(excellent),有 効(good),や や有 効(fair),

無 効(poor),及 び判 定 不 能(unknown)で 評 価 した 。

II. 成 績

対 象 と な っ た呼 吸 器感 染症 患 者18例 の,年 齢,性 別,

体 重,臨 床 診 断 名,基 礎 疾 患,更 にBMY-28100投 与 量,

投 与 期 間,臨 床 的効 果,検 出 菌 の 種 類,本 剤 の細 菌学 的

効 果,副 作 用 の 有無 をTable1に ま とめ た 。

又,本 剤 の 総 投 与 量,投 与 前 後 の 臨 床 検 査 成 績 を

Table2に ま とめ た。

臨 床 効 果 は,著 効2例,有 効10例,や や 有 効5例,

判 定 不 能1例 で,70.6%の 有 効 率 で あ っ た。

臨 床 効 果 を疾 患 別 に み る と,急 性 気 管 支 炎 で は,著 効

1例,有 効7例,や や 有効3例,判 定 不 能1例 で 有 効 率

72.7%を 示 した 。
* 福岡市城南区七隈7-45-1
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この うち著 効 と さ れ た症 例8はHaemophilus influmzae

によ る急 性 気 管 支 炎 の34歳 男 性 で,前 医 よ り他 の セ フ

ェム系抗 生 剤 を投 与 され て い た が 軽 快 傾 向 な く,37～

38℃ の 発熱,CRP(5+),血 沈1時 間 値64と 炎 症 症 状

も強 か った 例 で 本 剤750mg/日,1週 間 の 投 与 で,

CRP(1+),血 沈1時 間 値33と 改 善 し,菌 も消 失,下

熱,喀 疾の 消失 と臨床 症 状 も改 善 した例 で あ る。

又,判 定 不 能 と され た 症 例14,67歳 女 性 は,感 冒様

症状 に ひきつづ き湿性 咳 噺 が 増 加,肺 胞 性 低 換 気 の状 態

とな り,レ ス ピレ-タ ー に よ る呼 吸 管 理 が 行 わ れ て お り,

更に,本 剤 の使 用 直前 まで 他 の 抗 生 剤 の投 与 を うけ て い

たた め,起 炎 菌 は は っ き りせ ず,喀 疾 中,)(mthommas

maltophiliaを検 出 したが,本 剤投 与 後 に はAmmonasを 検

出 してお り,本 剤 の投 与 に よ り,感 染 症 の 増悪 は予 防 し

得た と考 え られ る もの の,効 果 判 定 は不 能 で あ っ た。

肺炎 は3例 で,著 効1例,有 効1例,や や 有 効1例 と,

有効 率 は66。7%で あ っ た。 著 効 例 は 症 例18の78歳 男 性

で,多 発性 肺 嚢 胞 症 の 基 礎 疾 患 が あ り,39℃ の 発 熱,

膿性 疾,呼 吸 困 難 を きた した が,BMY-28100を1.0g/

日,10日 間 投 与 し,臨 床 所 見,検 査 所 見 共,著 明 な 改

善 をみ た。

慢性呼 吸不 全 の感 染 に よる急 性 増 悪 は,症 例3と 症例

15で,2例 共,Pseudomemas aerugfnosaが 検 出 さ れ,本

剤投与 に よ り除菌 はで きな か っ た。 しか し,症 例3で は,

下熱 と共 に菌 の 減少 をみ た ため 有 効 と し,症 例15で は,

臨床症状 の改 善 はみ た が,菌 が不 変 で あ った た め,や や

有効 と し,有 効率 は50%と な った 。

喀疾 よ り検 出 され た 菌 に対 す るBMY-28100の 細 菌 学

的 効果 をみ る と,H.inrluenzae7例, Stnptococcus pneu-

mcmiae3例(う ち1例 は,H.mflmnzaeと の 重 複 例)に つ

いて は100%の 除菌 率 で あ っ た。

Klebsiella pmumonfaeの2例 は,そ れ ぞ れ 菌 の 減 少 を

み るに と ど まっ た が,う ち 症 例6の68歳 男 性 は,肺 気

腫 による慢 性呼 吸 不 全 の感 染 に よ る急 性 増 悪 の 管 理 中 に

両側気胸 をお こ し,更 に気 管 支 の 炎 症 所 見 が 合 併 した も

の で,K.pneumoniaeを ×109検 出,ペ ニ シ リ ン系抗 生 剤

が無 効で あ った た め本 剤 に変 更 した とこ ろ ×107ま で 菌

の減少 をみ た。 又,症 例7の57歳 の 女 性 は,全 肺 野 に

わた る気管 支 拡 張 症 に肺 炎 を合 併 し,K.pmeumoniae×

108を 検 出 し本剤 を投 与 ,一 時 増 悪 した が,そ の 後 血 沈,

CRPの 改善 をみ,菌 は ×107に まで 減 少 した。

P.aemginosaに 関 して は,細 菌 学 的 有効 性 は 認 め が た

かった。

III.副 作 用

本剤投与 に よる発 疹 ,発 熱,胃 腸 障 害 等 の 副 作 用 は 認

め られ なか った。

検査値異常 としては,軽 度のGPT,又 は,GPT,GOT

の上昇が4例 にみ られ,こ の うち症例8と 症例17の2

例が本剤の影響と思われたが,症 例2と 症例5の2例 は,

約1カ 月前より使用 していたリファンピシンとイソニア

ジ ドの副作用 と考えられ,特 に症例2に おいては,本 剤

の使用前よりGPTは 上昇しはじめていた。

症例8は,臨 床的には著効を示 したものの,本 剤投 与

開始5日 目にGOT41,GPT56とL昇,投 与中止後3日

目にGOT60,GPT115と ピークをン六し,中 止後8日 目

にはGOT39,GPT66と 下 降傾向を示 している。又,症

例17は,本 剤投与の5カ 月前に肝炎を発症 しており,

その影響 も考えられる。

なお,GOT,GPT以 外 の検査値には,本 剤が影響 し

たと思われる異常値は認められなかった。

配.考 察

呼吸器系に,中 等症～重症の基礎疾患を有する呼吸器

感染症18例 にBMY-28100を5～19日 間投与 して,著 効

2例,有 効10例,や や有効5例,判 定不能1例 と,

70.6%の 有効率 を得た。

本剤使用の対象となった感染症は,急 性気管支炎12

例,細 菌性肺炎4例,慢 性呼吸不全の感染による急性増

悪2例 であったが,こ れらの感染症や基礎疾患の種類と

本剤の有効性の問には,は っきりした関連性は認められ

ず,本 剤の有効性は細菌の種類 との関連性が大きいと思

われた。すなわち,H.mflurnzaeを 検 出 した6例,S.

pneumoniaeを 検出 した2例,及 び両方の菌を検出 した1

例 においては,全 例において菌が陰性化 しており,こ の

ことはこれらの基礎疾患が,そ れぞれ気道 クリーニング

の困難な症例であるだけに注目に値する。

K.pneumoniaeは,基 礎疾患が重症で,他 の抗生剤が

無効であった症例6と,本 剤投与12日 間の間に2回 気

管支造影を行った気管支拡張症であり,共 に菌の減少を

みたことは,本 剤は細菌学的には有効であったと考えら

れる。

P.aeru8mosaに 関 しては,症 例3で は,慢 性呼吸不全

の感染による急性増悪で,本 剤の投与直前までに二種類

の抗生剤が使用されてお り,な お本剤投与で下熱をみた

こと,症 例15は,1年 前 の気管切開以来,1).aeruginosa

が気道定着 してお り,急 性増悪にて本剤を投与 した結果,

臨床所見は改善 してお り,P.aerugimsa以 外の菌の関与

等 も考えられるが,細 菌学的には,は っきりした効果は

みられなかった。

X.maltophilfaが 検 出 された症例14も,レ ス ピレー

ターによる呼吸管理中で,直 前まで三種類の抗生剤が使

用されており,判 定は困難であった。

起炎菌の検出できなかった4例 のうち,症 例16,17.18
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は,そ れぞれ臨床的には有効であった。

以上より,本 剤は他の経ロセブエム剤と同様副作用も

少なく,今 後種々の呼吸器感染症の経口治療薬として期

待できると考えられた。
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We studied the clinical efficacy, bacteriological effect and safety of a new antibiotic, BMY-28100, in respiratory infections.

The efficacy of BMY-28100 was clinically evaluated in 18 cases of respiratory infection including 12 cases of acute

bronchitis, 4 of bacterial pneumonia, and 2 of chronic respiratory failure with acute exacerbation by respiratory infection.

The causative organisms were revealed in 14 cases: Haemophilus influenzae in 6, H, influenzae plus Streptococcus

pneumaniae in 1, S. pneumoniae in 2, Pseudomonas aeruginosa in 2, Klebsiella pneumaniae in 2 and Xanthomonas maltophilia in 1.

The clinical efficacy rate was 70.6% in all patients.

As an adverse reaction, slight elevation of GOT and GPT was found in 2 cases.


